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低酸素濃度下での黒雲母溶解における Feの挙動

The mobility of iron during anoxic dissolution of biotite.
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Precanbrian の鉄の挙動と現在の鉄の挙動は異なるものと考えられるが、今もって、Precanbrian の鉄の挙動に

ついては結論に達していない。そこで、低酸素濃度（酸素濃度　1ppm 以下）のグローブボックス内で biotite を

溶解させ、鉄の挙動について調べることにした。実験後の溶液の分析から鉄は酸化的な溶解実験に比べて多く存在

していることが確認できた。また、SEM 観察から biotite の端面には Fe-mineral が析出していることが確認でき

た。


